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は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
近
世
生
野
地
域
の
俳
壇
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
近
世
期
の
播
磨
・
但
馬
は
俳
諧
の
盛
ん
な
地
域
で
あ
っ
た
。
俳
聖
・
松

尾
芭
蕉
の
高
弟
や
そ
の
流
れ
を
継
ぐ
俳
人
、
蕉
風
俳
諧
復
興
に
努
め
た
俳
人
ら
は
、
芭
蕉
に
倣
っ
て
各
地
を
旅
し
、
播
磨
・
但
馬
に
も
訪

れ
て
い
る
。
ま
た
、
現
地
の
俳
人
た
ち
も
積
極
的
に
彼
ら
に
教
え
を
請
う
た
。
や
が
て
同
好
の
士
に
よ
っ
て
、
各
地
で
俳
諧
社
中
が
結
成

さ
れ
て
い
っ
た
。
俳
人
た
ち
は
と
き
に
一
堂
に
会
し
て
連
句
を
巻
き
、
俳
書
を
編
み
、
俳
額
を
奉
納
し
、
あ
る
い
は
書
簡
や
旅
を
通
じ

て
全
国
各
地
の
俳
人
と
交
流
し
た
。
播
磨
・
但
馬
の
狭
間
に
位
置
し
、
幕
府
の
要
衝
た
る
生
野
銀
山
を
抱
え
る
生
野
地
域1

に
お
い
て
も
、

蓑
塚
や
芭
蕉
塚
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
芭
蕉
顕
彰
碑
が
残
る
こ
と
か
ら
俳
諧
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま

で
、
播
磨
・
但
馬
地
域
の
俳
諧
史
に
お
い
て
生
野
地
域
が
中
心
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
そ
の
実
態
は
不
明
な
部

分
が
多
か
っ
た
。
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近
年
の
調
査
で
神
西
郡
森
垣
村
（
現
・
朝
来
市
生
野
町
）
の
豪
農
商
・
石
川
家
に
残
さ
れ
た
資
料
か
ら
、
多
数
の
俳
諧
関
係
資
料
が
発

見
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
資
料
に
拠
り
な
が
ら
、
生
野
地
域
に
お
け
る
俳
諧
活
動
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
具
体
的
に
は
、
森
垣
村
石
川
家
の
二
代
当
主
で
、
文
化
・
文
政
期
に
お
け
る
当
該
地
域
の
俳
壇
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
俳
人
・

石
川
安
登
里2

の
活
動
に
着
目
し
、
生
野
地
域
で
の
俳
人
の
活
動
実
態
や
周
辺
地
域
と
の
交
流
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

一　

安
登
里
以
前
の
生
野
地
域
の
俳
壇

ま
ず
、
播
磨
・
但
馬
両
地
域
の
俳
諧
史
を
概
観
し
た
上
で
、
安
登
里
以
前
の
生
野
地
域
の
俳
壇
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

播
磨
は
歌
枕
と
し
て
知
ら
れ
る
場
所
も
多
く
、
松
尾
芭
蕉
が
『
笈
の
小
文
』
の
旅
で
明
石
を
訪
れ
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
名
だ
た
る

俳
諧
師
が
訪
れ
た
地
域
で
あ
る
。
こ
う
し
た
経
緯
も
あ
っ
て
し
ぜ
ん
俳
諧
も
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
十
八
世
紀
頃
か

ら
播
磨
各
地
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
俳
壇
に
、
姫
路
の
風
羅
堂
と
加
古
川
の
栗
の
本
が
あ
る
。

風
羅
堂
は
、
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
に
芭
蕉
の
直
弟
子
の
広
瀬
惟
然
が
播
磨
を
来
訪
し
、
そ
こ
に
当
時
姫
路
を
中
心
に
活
動
し
て

い
た
井
上
千
山
を
筆
頭
と
す
る
俳
諧
集
団
が
入
門
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
千
山
は
惟
然
よ
り
芭
蕉
の
遺
品
を
譲
り
受
け
て
い
た
。
千

山
亡
き
後
、
子
の
寒
瓜
は
そ
れ
ら
の
遺
品
を
納
め
る
た
め
の
堂
を
建
て
、
惟
然
が
管
理
し
て
い
た
京
の
芭
蕉
の
草
庵
に
ち
な
ん
で
「
風
羅

堂
」
と
名
付
け
た
。
風
羅
堂
に
は
多
く
の
門
人
が
あ
り
、
そ
の
弟
子
た
ち
は
姫
路
を
中
心
に
播
磨
各
地
で
活
躍
し
た
。
ま
た
、
も
と
姫
路

藩
士
で
、
藩
を
放
逐
さ
れ
諸
国
遍
歴
す
る
中
で
江
戸
で
俳
諧
を
学
び
、
後
に
加
古
川
に
拠
点
を
構
え
た
蕉
門
中
興
俳
諧
六
家
の
一
人
、
松

岡
青
羅
を
一
世
と
す
る
栗
の
本
も
、
明
石
の
蛸
壺
塚
の
建
立
を
は
じ
め
積
極
的
に
芭
蕉
の
顕
彰
に
努
め
て
い
る
。
栗
の
本
の
門
人
は
加
古
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川
だ
け
で
な
く
播
磨
各
地
で
後
進
を
指
導
し
、
俳
壇
を
形
成
し
た
。

富
田
志
津
子
氏
は
こ
う
し
た
播
磨
各
地
の
風
羅
堂
・
栗
本
系
俳
人
に
つ
い
て
丹
念
に
調
査
を
行
い
、
著
者
『
播
磨
の
俳
人
た
ち
』
を
は

じ
め
『
姫
路
市
史
』
や
『
加
西
市
史
』
等
に
お
い
て
、
各
地
の
俳
人
た
ち
の
活
動
実
態
を
詳
述
し
て
い
る3

。
こ
の
他
に
も
播
磨
各
地
の

自
治
体
史
や
地
域
史
研
究
者
に
よ
る
調
査
が
進
め
ら
れ
、
播
磨
の
俳
人
、
奉
納
俳
額
、
俳
書
な
ど
に
つ
い
て
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い

る4

。一
方
、
但
馬
地
域
で
は
、
ま
ず
『
兵
庫
県
史
』
が
一
八
世
紀
後
半
頃
の
俳
壇
と
し
て
、
二
方
郡
浜
坂
（
現
・
新
温
泉
町
）
や
同
湯
村

（
同
）、
竹
田
（
現
・
朝
来
市
和
田
山
町
）
な
ど
を
挙
げ
て
い
る5

。
ま
た
『
大
屋
町
史
』
に
よ
れ
ば
、
但
馬
地
域
で
俳
諧
が
流
行
し
始
め

た
の
は
播
磨
よ
り
や
や
遅
れ
た
安
永
年
間
頃
で
、
こ
の
時
期
に
浜
坂
・
出
石
の
辺
り
に
俳
諧
社
中
が
で
き
、
そ
の
流
れ
は
山
陰
道
の
宿

場
駅
沿
い
に
広
が
っ
て
い
っ
た
と
す
る
。
特
に
浜
坂
・
湯
村
の
周
辺
で
は
、
与
謝
蕪
村
の
弟
子
で
あ
る
高
井
几
董
に
師
事
し
た
森
田
因
山

が
、
近
隣
の
農
村
を
巻
き
込
ん
だ
俳
壇
を
形
成
し
、
多
く
の
俳
書
を
残
し
て
い
る6

。
和
田
山
周
辺
で
も
、
こ
の
時
期
百
名
を
超
え
る
俳

人
が
い
た
と
さ
れ
、
蕉
風
俳
諧
の
復
興
に
努
め
た
五
升
庵
蝶
夢
に
師
事
し
た
魚
潜
や
、
播
磨
の
栗
の
本
一
世
・
青
羅
や
同
二
世
玉
屑
に
師

事
し
た
巨
山
を
中
心
に
、
活
発
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た7

。
ま
た
先
述
の
『
大
屋
町
史
』
は
町
内
の
奉
納
俳
額
に
つ
い
て
詳
細
な
調

査
を
行
っ
て
お
り
、
当
該
地
域
の
み
な
ら
ず
周
辺
地
域
の
俳
人
た
ち
が
奉
納
俳
額
に
投
句
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
播
磨
・
但
馬
地
域
で
は
、
広
く
俳
諧
が
流
行
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ど
ち
ら

の
地
域
の
俳
諧
史
も
生
野
地
域
に
言
及
し
た
も
の
は
少
な
い
。
姫
路
の
風
羅
堂
・
加
古
川
の
栗
の
本
を
軸
に
展
開
す
る
播
磨
俳
壇
史
に
お

い
て
取
り
沙
汰
さ
れ
る
よ
う
な
生
野
の
俳
人
は
少
な
く
、
ま
た
両
社
中
の
影
響
下
に
あ
る
大
き
な
社
中
は
な
か
っ
た
。
一
方
、
但
馬
地
域

に
お
い
て
も
、
浜
坂
・
養
父
・
和
田
山
な
ど
各
地
域
の
俳
諧
資
料
の
中
に
生
野
の
俳
人
が
散
見
す
る
も
の
の
、
生
野
地
域
を
個
別
に
扱
っ
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た
研
究
は
な
い
。
地
理
的
な
問
題
も
あ
っ
て
、
播
磨
・
但
馬
の
国
境
に
あ
る
生
野
地
域
は
双
方
の
俳
諧
史
の
目
に
届
き
に
く
い
と
い
う
こ

と
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
も
そ
も
生
野
の
郷
土
史
に
お
い
て
も
俳
諧
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
も
の
は
多
く
な
い8

。
幕
府
の
要

衝
た
る
生
野
銀
山
を
擁
す
る
当
該
地
域
で
は
、
し
ぜ
ん
銀
山
や
こ
れ
を
管
轄
す
る
生
野
代
官
に
つ
い
て
の
研
究
に
主
眼
が
置
か
れ
が
ち

で
、
そ
う
し
た
事
情
も
こ
れ
ま
で
生
野
地
域
の
俳
壇
が
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
一
因
と
い
え
よ
う
。

で
は
、
俳
諧
の
流
行
は
生
野
地
域
に
及
ん
で
い
な
か
っ
た
の
か
と
い
え
ば
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
貞
門
俳
諧
期
の
四
大
俳
書
の
一

つ
『
玉
海
集
』
に
は
、
生
野
か
ら
「
中
嶋
安
永
」「
寺
田
豊
重
」「
尾
崎
貞
則
」「
寺
村
貞
行
」「
進
藤
重
光
」「
竹
屋
勝
利
」「
長
野
桑
秀
」

「
毛
利
正
長
」「
土
肥
義
也
」「
土
肥
雪
之
」「
松
本
吉
屋
」
の
十
一
名
が
入
集
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
俳
人
の
素
性
は
不
明
な
が
ら
、
同
時

期
の
生
野
銀
山
の
抱
役
人
の
な
か
に
「
寺
田
」「
長
野
」
姓
の
役
人
が
確
認
で
き
る
。
右
に
挙
げ
た
俳
人
と
銀
山
の
役
人
が
同
一
人
物
で

あ
る
か
ど
う
か
は
断
言
で
き
な
い
も
の
の
、
同
姓
で
あ
る
こ
と
か
ら
何
ら
か
の
関
係
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
生
野
代
官
所
の
役
人
や
銀

山
町
の
商
人
の
間
で
貞
門
風
の
俳
諧
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
こ
の
ほ
か
、
貞
門
・
談
林
俳
諧
期
の
俳
諧
作
者
を
網
羅

的
に
把
握
し
た
今
栄
蔵
氏
の
『
貞
門
談
林
俳
人
大
観
』9

に
は
、
先
の
『
玉
海
集
』
を
含
め
、
四
十
名
以
上
の
生
野
地
域
の
俳
人
が
確
認
で

き
る
。

次
に
、
蕉
風
俳
諧
復
興
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
十
八
世
紀
中
期
以
降
の
生
野
地
域
の
俳
壇
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
の

時
期
の
生
野
俳
壇
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
人
物
は
、
風
羅
堂
に
属
し
た
俳
人
・
孤
松
亭
寒
秀
で
あ
る
。
寒
秀
は
風
羅
堂
三
世
・
寒
瓜
の
高

弟
で
、
寒
瓜
が
編
集
し
た
千
山
の
追
悼
集
『
五
々
の
冬
』『
蓑
の
い
し
ぶ
み
』
等
に
入
集
す
る
ほ
か
、
自
ら
も
寒
瓜
還
暦
の
祝
賀
の
俳
宴

を
ま
と
め
た
『
花
実
巻
』
の
編
者
と
な
っ
て
い
る10

。
ま
た
寒
瓜
が
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
の
芭
蕉
五
十
年
忌
に
編
ん
だ
追
善
集
『
雪

の
棟
』
に
は
、
酒
見
北
条
（
現
・
加
西
市
）、
室
津
（
現
・
姫
路
市
）
な
ど
播
磨
を
は
じ
め
、
各
地
の
風
羅
同
一
門
の
連
か
ら
追
善
連
句
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が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
生
野
か
ら
も
孤
松
亭
寒
秀
を
筆
頭
に
、
寒
笠
、
寒
卮
、
舟
宣
、
五
隆
、
李
紅
、
胡
秀
、
素
雪
、
千
国
の
九
名
が
確

認
で
き
る11

。

と
こ
ろ
で
寒
秀
は
、
こ
れ
ら
の
俳
書
で
「
生
野　

寒
秀
」「
但
馬
生
野　

孤
松
亭
寒
秀
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
播
磨

国
神
西
郡
森
垣
村
の
人
で
あ
っ
た
。
森
垣
村
石
川
家
の
過
去
帳
に
よ
れ
ば
、
寒
秀
は
実
名
を
市
橋
久
兵
衛
と
い
う
。
妻
も
「
鳥
紅
」
の
俳

号
を
持
ち
、
そ
の
子
・
万
蔵
も
俳
諧
を
た
し
な
み
、
俳
号
を
「
文
眠
」
と
い
っ
た12

。
市
橋
家
は
屋
号
を
「
亀
屋
」
と
い
い
、
森
垣
村
の

庄
屋
も
務
め
た
家
で
、
生
野
銀
山
の
久
林
山
を
稼
業
し
て
い
た
山
師
で
も
あ
っ
た
。
生
野
銀
山
関
係
資
料
に
は
、
し
ば
し
ば
久
林
山
の
山

師
と
し
て
久
兵
衛
の
名
が
み
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
寒
秀
は
寒
瓜
の
高
弟
と
し
て
風
羅
堂
に
拠
点
を
お
い
て
俳
諧
を
も
っ
ぱ
ら
に
し
て

い
た
の
で
は
な
く
、
森
垣
村
に
居
住
し
、
生
業
の
合
間
に
俳
諧
に
い
そ
し
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
か
つ
『
雪
の
棟
』
の
入
集
状

況
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
生
野
に
お
け
る
風
羅
堂
一
門
の
俳
人
た
ち
の
指
導
者
的
存
在
で
も
あ
っ
た
。
な
お
、
後
に
寒
秀
は
金
沢

出
身
の
俳
人
で
京
に
芭
蕉
堂
を
構
え
、
蕉
風
俳
諧
復
興
に
努
め
た
闌
更
の
門
に
入
っ
た
と
さ
れ
て
い
る13

。

も
う
ひ
と
つ
、
生
野
地
域
に
お
け
る
俳
諧
の
興
隆
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
に
、
蓑
塚
が
あ
る
。
蓑
塚
と
は
、
芭
蕉
ゆ
か
り
の
蓑
の
欠
片

を
埋
め
て
供
養
し
た
も
の
で
、
類
似
の
塚
が
全
国
に
残
る
。
姫
路
の
風
羅
堂
で
も
、
千
山
が
惟
然
よ
り
譲
り
受
け
た
芭
蕉
の
蓑
の
一
部
を

塚
に
納
め
、
蓑
塚
と
し
て
供
養
し
て
い
る
。
生
野
地
域
の
蓑
塚
は
、
生
野
銀
山
町
の
寺
町
に
所
在
す
る
浄
土
宗
寺
院
・
来
迎
寺
に
残
さ
れ

て
い
る
。
所
伝
に
よ
れ
ば
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
に
後
の
栗
の
本
二
世
と
な
る
玉
屑
が
生
野
に
来
訪
し
た
際
、
当
地
の
門
人
・
青
々

庵
竹
也
に
芭
蕉
ゆ
か
り
の
蓑
の
端
を
与
え
、
こ
れ
に
よ
り
竹
也
が
同
門
と
協
力
し
て
塚
を
立
て
た
と
さ
れ
る14

。
竹
也
の
素
性
は
定
か
で

は
な
い
が
、
こ
の
時
期
の
生
野
地
域
で
は
、
風
羅
堂
系
だ
け
で
な
く
栗
の
本
系
の
俳
人
も
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
と
は
別
に
、
森
垣
村
の
真
言
宗
寺
院
・
龍
上
山
延
応
寺
に
も
芭
蕉
塚
が
残
る
。
こ
の
塚
は
も
と
も
と
寺
に
隣
接
す
る
金
刀
比
羅
神
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社
の
参
道
か
ら
は
ず
れ
た
山
林
の
樹
下
に
あ
り
、
現
在
は
境
内
の
鐘
楼
の
隣
に
移
さ
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
表
に
「
芭
蕉
塚
」、
裏
面
に

は
芭
蕉
の
忌
日
で
あ
る
「
元
禄
甲
戌
（
筆
者
注
・
元
禄
七
年
）
十
月
十
二
日
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
こ

の
下
を
発
掘
し
た
と
こ
ろ
、
中
身
は
朽
ち
て
い
て
判
別
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
丹
後
焼
の
壺
と
楽
焼
の
鉢
が
出
土
し
て
い
る15

。
全
国

の
芭
蕉
塚
を
調
査
し
た
田
中
昭
三
氏
に
よ
れ
ば
、
芭
蕉
関
連
碑
の
多
く
は
十
八
世
紀
後
半
の
蕉
風
俳
諧
復
興
期
以
降
の
建
立
と
さ
れ
る16

。

生
野
地
域
は
特
に
芭
蕉
と
ゆ
か
り
の
地
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
、、
こ
の
塚
も
芭
蕉
没
後
す
ぐ
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
古
く
と

も
蕉
風
俳
諧
復
興
期
に
か
か
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
塚
を
作
ろ
う
と
し
た
人
々
が
当
時
の
生
野
地
域
に
存
在
し
て

い
た
と
い
う
の
は
、
当
地
の
俳
諧
の
隆
盛
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
ろ
う
。

ま
た
但
馬
の
俳
書
か
ら
も
生
野
地
域
の
俳
人
の
活
動
が
確
認
で
き
る
。
先
述
の
和
田
山
の
俳
人
・
魚
潜
が
芭
蕉
百
回
忌
に
あ
た
る
寛
政

五
年
（
一
七
九
三
）
に
編
集
し
た
『
芭
蕉
翁
』
で
は
、
生
野
か
ら
寒
秀
の
子
「
文
眠
」
を
は
じ
め
、「
袴
仙
」「
凉
秀
」「
義
風
」「
諸
香
」

「
兎
雪
」「
里
蝶
」
の
六
名
が
入
集
し
て
い
る
。
次
い
で
、
寛
政
七
年
に
和
田
山
の
俳
人
・
可
休
の
追
善
句
集
と
し
て
編
ま
れ
た
『
苔
の

花
』
に
は
「
弄
花
」
が
、
同
八
年
の
『
遊
免
農
枕
集
』
に
は
生
野
か
ら
「
凉
秀
」「
桃
李
」「
兎
雪
」、
播
磨
国
森
垣
村
か
ら
「
文
眠
」
が

入
集
し
て
い
る17

。
こ
の
ほ
か
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
に
湯
村
（
現
・
美
方
郡
新
温
泉
町
）
の
因
山
が
編
集
し
た
『
三
日
の
月
影
』

に
、「
生
野　

凉
秀
」
と
「
播
州　

あ
と
り
」
つ
ま
り
石
川
安
登
里
が
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
に
平
野
（
現
・
美
方
郡
香
美
町
小
代

区
）
の
花
月
庵
呉
柳
が
編
集
し
た
『
根
長
草
』
に
「
播
森
垣
」
よ
り
「
東
湖
」
と
「
あ
と
り
」
が
入
集
し
て
い
る18

。
な
お
、
東
湖
は
安

登
里
の
実
弟
で
、
実
名
を
石
川
伊
兵
衛
両
中
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
各
地
の
俳
書
の
入
集
状
況
や
、
芭
蕉
顕
彰
碑
か
ら
も
、
生
野
地
域
で
も
古
く
か
ら
俳
諧
が
好
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
一
つ
特
徴
的
な
の
は
、
寒
秀
や
文
眠
の
よ
う
な
播
磨
国
神
西
郡
森
垣
村
の
俳
人
た
ち
が
、「
生
野
」
の
俳
人
と
し
て
入
集
し
て
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い
る
点
で
あ
る
。
森
垣
村
の
住
人
が
居
住
地
を
「
生
野
」
と
記
す
傾
向
は
、
俳
諧
関
係
以
外
の
史
資
料
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
近
世
期
の

生
野
鉱
山
で
は
、
鉱
山
を
取
り
囲
む
よ
う
に
銀
山
町
が
形
成
さ
れ
、
出
入
口
に
は
番
所
が
置
か
れ
て
人
や
モ
ノ
の
動
き
が
制
限
さ
れ
て
い

た
。
但
馬
国
に
属
す
る
銀
山
町
に
隣
接
し
、
ま
た
姫
路
か
ら
日
本
海
に
抜
け
る
生
野
街
道
筋
に
位
置
す
る
播
磨
国
神
西
郡
森
垣
村
は
、
播

磨
側
か
ら
銀
山
町
に
入
る
播
磨
口
番
所
に
接
し
て
お
り
、
播
磨
と
生
野
鉱
山
を
行
き
交
う
人
や
物
資
の
結
節
点
と
し
て
の
役
割
を
与
え
ら

れ
て
い
た
。
銀
山
町
と
森
垣
村
は
そ
れ
ぞ
れ
但
馬
と
播
磨
に
属
し
て
い
る
と
は
い
え
、
両
者
は
不
可
分
で
あ
り
、
森
垣
村
の
人
々
は
こ
う

し
た
事
情
か
ら
、
居
住
地
を
「
生
野
」
と
書
く
場
合
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
地
理
的
特
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
但
馬
国

生
野
銀
山
町
お
よ
び
播
磨
国
神
西
郡
森
垣
村
を
中
心
に
形
成
さ
れ
て
い
た
俳
壇
を
「
生
野
俳
壇
」
と
呼
ん
で
お
く
。

二　

森
垣
村
俳
人
・
石
川
安
登
里
と
そ
の
周
辺

前
述
の
よ
う
に
、
十
八
世
紀
中
葉
以
降
の
生
野
地
域
で
は
、
風
羅
堂
の
高
弟
が
居
住
し
、
ま
た
芭
蕉
ゆ
か
り
の
蓑
塚
が
建
立
さ
れ
る
な

ど
、
蕉
風
俳
諧
復
興
に
乗
じ
た
俳
諧
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
生
野
地
域
内
外
で
俳
人
と
し
て
活
躍
し
、
文
化
・
文

政
期
の
生
野
俳
壇
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
の
が
、
石
川
安
登
理
で
あ
る
。

石
川
家
は
龍
野
に
出
自
を
持
ち
、
屋
号
を
龍
野
屋
と
い
う
。
近
世
中
期
頃
ま
で
は
姫
路
で
商
売
を
営
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
十
八

世
紀
末
に
姫
路
石
川
家
五
代
・
守
毎
の
長
男
・
布
堯
が
神
西
郡
森
垣
村
に
居
を
移
し
、
以
降
、
銀
山
町
の
掛
屋
津
田
家
を
は
じ
め
、
銀
山

町
や
森
垣
村
な
ど
の
有
力
層
と
縁
戚
関
係
を
結
び
、
諸
商
売
で
財
を
な
し
て
同
地
で
の
地
盤
を
固
め
て
い
っ
た
。
同
家
は
、
薬
種
商
を
営

ん
で
い
た
と
伝
わ
る
が
、
調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
資
料
か
ら
は
、
薬
種
商
に
と
ど
ま
ら
ず
、
市
川
流
域
を
中
心
に
広
大
な
土
地
を
所
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有
し
、
旗
本
へ
の
融
資
や
生
野
銀
山
の
運
営
に
関
わ
る
諸
業
務
な
ど
、
周
辺
地
域
の
中
で
様
々
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
る19

。

安
登
里
は
布
堯
の
三
男
で
、
実
名
を
石
川
伊
兵
衛
長
英
と
い
う
。
石
川
家
の
当
主
は
代
々
「
伊
兵
衛
」
を
名
乗
り
、
隠
居
す
る
と
「
庄

左
衛
門
」
と
名
乗
っ
て
い
た
。
同
家
の
過
去
帳
よ
り
、
布
堯
が
森
垣
村
に
居
を
構
え
た
の
は
明
和
か
ら
天
明
に
か
け
て
の
こ
と
と
み
ら

れ
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
に
家
督
を
ま
だ
十
代
の
長
英
に
譲
っ
て
い
る
。
長
英
は
長
ら
く
当
主
を
務
め
た
が
、
文
政
四
年
（
一
八
二

一
）
に
銀
山
町
の
掛
屋
・
津
田
家
を
相
続
し
て
い
た
弟
・
両
中
を
石
川
家
に
呼
び
戻
し
、
家
督
を
譲
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
石
川
家
文
書

の
借
用
書
・
金
融
関
係
等
の
文
書
中
に
は
明
ら
か
に
長
英
を
指
す
「
石
川
庄
左
衛
門
」
や
「
御
隠
居
」
宛
の
文
書
も
多
く
残
り
、
隠
居
後

も
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
亡
く
な
る
ま
で
、
長
く
石
川
家
の
経
営
に
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
同
家
に
残
る
長
英
の
肖
像
画
に

付
さ
れ
た
讃
に
は
、
布
堯
が
行
っ
た
山
林
・
田
地
の
開
発
を
継
承
し
、
家
業
を
発
展
さ
せ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、
森
垣
村
石
川

家
の
生
野
地
域
に
お
け
る
地
盤
を
確
立
さ
せ
た
人
物
と
い
え
る
。
ま
た
長
英
は
、
安
登
里
の
俳
号
の
ほ
か
に
、「
不
染
斎
雀
翁
」
の
画
名

を
持
っ
て
い
た
。
現
在
残
る
作
品
は
、
そ
の
画
名
に
ふ
さ
わ
し
く
雀
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
安
登
里
と
い
う
俳
号
も
、
ス
ズ
メ
目
ア

ト
リ
科
で
雀
に
よ
く
似
た
「
ア
ト
リ
」（
花
鶏
・
獦
子
鳥
）
と
い
う
野
鳥
に
ち
な
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
、
よ
く
よ
く
雀
を
好
ん
で
い
た
よ

う
で
あ
る
。

長
英
が
俳
諧
に
傾
倒
し
は
じ
め
た
の
は
、
い
つ
頃
の
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
石
川
家
に
残
る
過
去
帳
に
は
、
実
名
、
戒
名
、
命
日

な
ど
の
他
に
、
俳
名
も
並
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
同
家
の
人
々
の
多
く
が
俳
諧
を
た
し
な
み
、
俳
号
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ

る
が
、
布
堯
の
俳
号
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
現
存
す
る
石
川
家
の
俳
諧
資
料
の
中
に
も
、
布
堯
関
係
の
も
の
は
確
認
で
き
な
い
。
た
し
な

む
程
度
の
こ
と
は
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
布
堯
は
本
格
的
に
俳
諧
に
取
り
組
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
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る
。
む
し
ろ
長
英
に
き
っ
か
け
を
与
え
た
の
は
、
父
で
は
な
く
、
森
垣
村
の
俳
人
で
、
風
羅
堂
の
高
弟
で
あ
っ
た
寒
秀
で
は
な
か
っ
た
だ

ろ
う
か
。

石
川
家
の
過
去
帳
は
、
血
縁
者
の
み
な
ら
ず
懇
意
に
し
て
い
た
人
々
に
つ
い
て
も
記
載
し
て
い
る
。
寒
秀
の
名
も
あ
り
、
そ
こ
に
は
以

下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

　
　

寛
政
六
酉
十
一
月
廿
四
日

　
　

松
樹
院
天
龍
宗
雲
居
士

　
　
　
　
　
　

俗
名
市
橋
久
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

俳
名
寒
秀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
年

　
　

寛
政
十
戊
午
年
九
月
廿
八
日

　
　

智
光
院
恵
照
鏡
雲
大
姉

　
　
　
　
　
　

同
人
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

俳
名
鳥
紅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
年

右
者
津
田
城
之
助
至
而
懇
意
ニ
付
、
元
来
城
之
助
年
頃
殊
ニ
諸
向
達
人
ニ
而
何
用
寒
秀
父
ヨ
リ
厚
懇
頃
ニ
い
た
さ
れ
、
然
ル
処
城

之
助
何
文
段
々
こ
ん
キ
ウ
ニ
付
、
娘
か
つ
大
坂
親
類
江
遣
し
可
申
折
か
ら
、
寒
秀
父
達
而
御
と
め
、
し
は
ら
く
か
め
や
ニ
而
世
話

ニ
而
相
成
候
内
、
石
川
氏
へ
縁
談
仕
候
、
其
由
緒
ヲ
以
か
つ
ヨ
リ
始
メ
石
川
布
尭
ヨ
リ
も
大
切
ニ
ね
ん
こ
ろ
、
廿
四
日
松
樹
院
ノ
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御
名
日
ハ
か
つ
一
代
月
々
通
夜
ノ
晩
ニ
は
御
宮
ヲ
為
拝
遣
候
、
引
続
跡
々
入
魂
仕
追
々
石
川
よ
り
市
橋
氏
こ
ん
キ
ウ
ニ
付
諸
事
世

話
ヲ
い
た
し
又
今
ね
ん
頃
仕
候

津
田
城
之
助
と
は
銀
山
町
の
掛
屋
で
あ
る
。
寒
秀
と
城
之
助
は
日
ご
ろ
懇
ろ
に
付
き
合
っ
て
い
た
が
、
津
田
家
が
困
窮
の
た
め
娘
か
つ

を
大
坂
の
親
類
に
預
け
よ
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
寒
秀
の
父
が
そ
れ
を
留
め
、「
か
め
や
」
つ
ま
り
市
橋
家
で
し
ば
ら
く
世
話
を
し
た

後
、
石
川
家
に
嫁
が
せ
た
と
あ
る
。
か
つ
は
、
森
垣
村
石
川
家
初
代
布
堯
の
妻
で
あ
る
。
さ
ら
に
布
堯
も
ま
た
、
こ
の
た
め
に
市
橋
家
を

懇
ろ
に
し
、
寒
秀
亡
き
後
の
命
日
に
は
こ
れ
を
弔
い
、
そ
の
後
市
橋
家
が
困
窮
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
何
か
と
世
話
を
し
た
と
記
さ

れ
て
い
る
。
新
参
者
の
石
川
家
に
と
っ
て
、
銀
山
町
の
掛
屋
と
縁
戚
関
係
を
結
ぶ
こ
と
は
、
同
地
で
地
盤
を
固
め
て
い
く
た
め
の
大
き
な

契
機
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
市
橋
家
と
石
川
家
の
間
で
婚
姻
・
養
子
等
の
縁
組
は
確
認
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
寒
秀
か
ら
数
え
て
三
代

目
の
市
橋
家
当
主
・
伊
三
郎
は
、
丹
波
足
立
家
か
ら
の
養
子
で
あ
る
が
、
幼
少
期
は
石
川
家
で
養
育
さ
れ
て
お
り
、
市
橋
家
・
石
川
家
の

関
係
の
深
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
。
な
お
、
丹
波
足
立
家
は
長
英
の
妻
を
は
じ
め
、
石
川
家
と
婚
姻
、
養
子
縁
組
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
強

い
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
。
あ
わ
せ
て
、
こ
う
し
た
両
家
の
歴
史
を
語
る
文
脈
、
実
名
の
市
橋
久
兵
衛
で
は
な
く
「
寒
秀
」
と
い
う
俳
号
で

表
記
す
る
あ
た
り
、
俳
諧
を
通
じ
た
交
流
の
深
さ
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
う
ひ
と
り
、
長
英
と
俳
諧
を
結
び
つ
け
た
人
物
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
風
羅
堂
の
芭
蕉
五
十
年
忌
追
善
集
『
雪
の
棟
』
に
も
入

集
し
て
い
た
寒
卮
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
過
去
帳
に
記
載
が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�

此
方
先
祖
ヨ
り
鎮
西
流
候
得
共
、
当
所
森
垣
村
ニ
而
西
山
流
西
福
寺
旦
那
近
所
ニ
当
り
御
座
候
間
西
福
寺
江
相
成
候
様
亀
屋
吉
右
衛

門
殿
達
而
被
頼
申
候
ニ
付
、
住
其
意
西
福
寺
江
相
附
申
候

　
　
　
　

世
話
人
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亀
屋
吉
右
衛
門
観
泰

　
　
　
　
　
　
　
　

俳
名
寒
卮

　
　
　

同
人
寛
政
四
年
子
六
月
五
日
死
去

　
　
　
　
　
　

子
年
ニ
而
七
十
六
歳
齢

　
　
　

法
名

　
　
　
　

一
誉
今
信
心
信
士

　
　

右
英
宣
和
尚
様
代
者
僧
也

　
　

明
和
亥
年
ニ
御
遷
化

石
川
家
は
先
祖
代
々
鎮
西
流
の
浄
土
宗
寺
院
に
属
し
て
い
た
が
、
森
垣
村
付
近
に
は
同
流
の
寺
院
は
な
く
、
檀
那
寺
を
変
え
る
に
あ

た
っ
て
亀
屋
吉
右
衛
門
の
口
利
き
で
西
山
流
の
西
福
寺
に
加
え
て
も
ら
っ
た
と
あ
る
。
吉
右
衛
門
は
引
用
の
最
後
に
あ
る
よ
う
に
、
西
福

寺
和
尚
の
代
役
を
務
め
る
人
物
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
同
じ
過
去
帳
の
長
英
の
項
に
は
「
名
親
羽
渕
吉
右
衛
門
寒
卮
」
と
み
え
る
。
羽
渕
吉
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
過

去
帳
以
外
の
資
料
に
見
え
ず
、
そ
の
素
性
は
定
か
で
な
い
。
い
ず
れ
も
「
亀
屋
」
を
名
乗
っ
て
い
る
も
の
の
、
羽
渕
吉
右
衛
門
（
寒
卮
）

と
市
橋
久
兵
衛
（
寒
秀
）
で
は
苗
字
が
異
な
っ
て
い
る
し
、
血
縁
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
資
料
も
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な

い
。
た
だ
、『
雪
の
棟
』
の
入
集
状
況
や
俳
号
の
「
寒
」
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
者
と
も
風
羅
堂
三
世
寒
瓜
の
弟
子
筋
で
あ
っ

た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
、
過
去
帳
に
は
安
登
里
と
弟
・
東
湖
の
俳
諧
の
師
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
。
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文
化
五
年
戊
辰
七
月
二
日

　

大
観
房
宣
明

　
　
　

俗
名
利
庵
葵

　

右
俳
諧
の
宗
匠
青
鳥
東
湖
の
先
生
也
依
之
記

「
青
鳥
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
安
登
里
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
後
掲
の
『
こ
が
ら
し
集
』
に
も
安
登
里
が
名
利
庵
葵
を
師
と
し
て
い
た
旨

が
記
さ
れ
て
い
る
。

名
利
庵
葵
に
つ
い
て
は
『
あ
か
冠
』『
花
の
三
歌
仙
』『
甕
追
善
集
』
な
ど
の
俳
書
を
編
集
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る20

。
こ
の

う
ち
『
あ
か
冠
』
の
序
は
、
金
沢
の
出
身
で
後
に
京
に
芭
蕉
堂
を
構
え
、
蕉
風
俳
諧
復
古
運
動
に
邁
進
し
た
俳
人
・
高
桑
闌
更
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
大
河
寥
々
氏
の
『
加
能
俳
諧
史
』
に
よ
れ
ば
、
闌
更
が
毎
年
編
集
し
て
い
た
歳
旦
集
『
花
供
養
』
に
つ
い
て
、
天
明
九
年

（
一
七
八
〇
）
に
あ
ふ
ひ
（
葵
）
と
協
力
し
て
編
纂
し
た
と
あ
り
、
ま
た
闌
更
七
回
忌
に
闌
更
の
妻
得
終
尼
が
追
善
俳
席
を
営
ん
だ
際
の

こ
と
と
し
て
「
同
日
あ
ふ
ひ
法
師
は
病
ん
で
席
に
列
す
る
を
え
ず
名
利
庵
に
正
式
俳
諧
連
歌
を
張
行
し
て
霊
前
に
具
へ
た
」
と
記
さ
れ
て

お
り21

、
闌
更
の
高
弟
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。

風
羅
堂
寒
瓜
の
高
弟
で
あ
っ
た
寒
秀
は
、
後
に
闌
更
門
に
入
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
過
去
帳
に
み
る
石
川
家
と
市
橋
家
と
の
関
係
、
寒

秀
の
闌
更
門
へ
の
入
門
、
安
登
里
と
東
湖
の
闌
更
門
流
に
属
す
る
名
利
庵
葵
へ
の
入
門
か
ら
す
れ
ば
、
森
垣
村
に
移
住
し
た
石
川
家
は
、

こ
こ
で
寒
秀
・
寒
卮
ら
の
俳
諧
に
触
れ
、
若
き
当
主
長
英
と
弟
の
両
中
も
ま
た
、
俳
人
と
し
て
の
道
を
歩
み
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

も
う
一
人
、
長
英
と
生
野
俳
壇
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
上
で
注
目
す
べ
き
人
物
が
、
過
去
帳
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

御
代
官
恩
田
新
八
郎
様
御
手
附
元
締
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結
城
五
郎
作
様
ノ
御
童
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
名
お
た
み
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
年
四
才

　

右
者
あ
と
り
長
英
結
城
様
ト
出
入
ヲ
い
た
し
候
俳
友
ニ
て
、
至
而
御
ね
ん
頃
ニ
付
記
ス

結
城
五
郎
作
は
、
生
野
代
官
恩
田
新
八
郎
の
配
下
で
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
頃
に
生
野
に
赴
任
し
て
い
る
。
石
川
準
吉
の
『
生
野
銀

山
と
生
野
代
官
』
に
「〈
元
締
手
附
〉
結
城
五
郎
作
（
普
請
役
）〈
手
附
、
公
事
方
、
加
判
、
普
請
役
格
〉」22

と
み
え
、
恩
田
が
離
任
す
る

文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
頃
ま
で
生
野
に
滞
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五
郎
作
は
前
赴
任
地
の
中
之
条
（
現
・
長
野
県
埴
科
郡
坂
城
町
）
で
俳
諧
を
学
ん
で
停
雲
舎
雅
重
と
号
し
、
転
勤
し
て
か
ら
も
信
州
上

田
の
俳
人
た
ち
と
交
流
を
重
ね
て
い
た
。
生
野
に
赴
任
直
後
に
信
州
の
俳
人
・
雲
帯
に
宛
て
た
書
簡
が
残
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、「
当

所
（
筆
者
注
・
生
野
）
も
俳
諧
流
行
い
た
し
当
時
連
中
二
十
人
余
も
有
之
、
定
会
抔
も
相
立
居
候
。」
と
あ
り
、
当
時
の
生
野
俳
壇
の
活

況
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
雅
重
は
生
野
で
「
停
雲
社
中
」
を
結
成
し
、
俳
諧
刷
物
も
作
っ
て
い
た
。
生
野
地
域
で
は
現
物
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
が
、
信
州
に
送
ら
れ
た
も
の
が
残
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
文
眠
」「
あ
と
り
」「
東
湖
」
等
の
名
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る23

。
ま
た
妻
も
「
花
林
」
と
い
う
号
を
持
つ
俳
人
で
あ
っ
た24

。

そ
の
結
城
五
郎
作
が
生
野
で
失
っ
た
娘
の
名
を
、
石
川
家
は
「
ね
ん
頃
」
に
過
去
帳
に
記
し
て
い
る
。
生
野
俳
壇
の
中
心
的
存
在
で

あ
っ
た
寒
秀
は
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
信
州
か
ら
や
っ
て
き
て
、
短
い
期
間
な
が
ら
、
自
ら
社

中
を
結
成
し
、
生
野
俳
壇
の
中
心
的
存
在
と
し
て
積
極
的
に
活
動
し
て
い
た
五
郎
作
こ
と
雅
重
の
姿
は
、
長
英
が
俳
人
・
安
登
理
と
し
て

活
動
し
て
い
く
、
一
つ
の
示
唆
を
与
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

近
世
生
野
地
域
の
俳
壇
と
森
垣
村
石
川
家

六
六



長
英
の
俳
諧
熱
は
、
一
族
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
長
英
が
安
登
里
、
そ
の
弟
・
両
中
が
東
湖
の
俳
名
を
持
つ
こ
と
は
既
に
述
べ

た
。
こ
の
ほ
か
安
登
里
の
子
で
四
代
当
主
と
な
っ
た
八
左
衛
門
魚
連
は
「
安
都
良
」、
長
英
の
甥
で
、
両
中
が
石
川
家
に
戻
っ
た
の
ち
生

野
銀
山
町
の
掛
屋
津
田
家
を
継
い
だ
惟
彰
は
「
安
起
良
」
の
俳
号
を
持
つ
。「
安
」
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
魚
連
・
惟
彰
は
安
登

里
か
ら
俳
諧
を
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
石
川
家
と
血
縁
関
係
に
あ
る
一
族
も
多
く
俳
諧
を
た
し
な
ん
で
い
る
。［
森
垣
村
石
川
家
系
図
］
は
過
去
帳
に
拠
り
な
が
ら
、

石
川
家
を
軸
に
、
同
家
と
婚
姻
や
養
子
縁
組
を
通
じ
て
関
係
の
あ
っ
た
人
々
を
追
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
石
川
家
は
丹
波
の
足
立
家
お
よ

び
生
野
銀
山
の
大
山
師
・
生
野
足
立
家
と
婚
姻
関
係
を
結
び
、
ま
た
銀
山
町
の
掛
屋
津
田
家
に
は
前
述
の
よ
う
に
布
堯
の
子
や
甥
が
養
子

に
入
り
、
そ
こ
に
長
英
の
娘
が
嫁
ぐ
な
ど
、
強
固
な
血
縁
関
係
を
結
ん
で
い
た
。
そ
の
長
英
を
取
り
巻
く
人
々
の
多
く
が
俳
名
を
有
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
石
川
家
文
書
に
は
、
石
川
家
単
独
で
は
な
く
、
宛
先
や
差
出
が
石
川
・
足
立
・
津
田
の
連
名
と
な
っ
て
い
る
借

用
証
文
等
が
散
見
す
る
。
血
縁
関
係
で
結
ば
れ
た
こ
れ
ら
の
家
が
、
各
家
の
生
業
を
活
か
し
な
が
ら
共
同
経
営
を
行
っ
て
い
た
と
み
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
関
係
性
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
俳
諧
は
単
に
趣
味
の
域
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
一
族
の
紐
帯
の
た
め
に
機
能
し
て

い
た
可
能
性
が
あ
る
。

三　

石
川
家
文
書
の
俳
諧
資
料

以
上
の
よ
う
に
、
長
英
は
森
垣
村
に
移
住
し
て
後
、
生
野
俳
壇
の
中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
寒
秀
こ
と
市
橋
久
兵
衛
や
、
寒
卮
こ
と
羽
渕

吉
右
衛
門
と
の
出
会
い
を
通
じ
て
俳
諧
を
た
し
な
む
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
や
が
て
同
好
の
士
は
、
縁
戚
関
係
の
あ
っ
た
丹
波

近
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生野石川家家系図（石川家過去帳 91-28 をもとに作成）

森
垣
村
石
川
家
二
代

三
男
〘
伊
兵
衛
〙
長
英

俳
号
・
安
登
里

森
垣
村
石
川
家
初
代

〘
伊
兵
衛
〙
布
尭

生
野
津
田
家
五
代
両
安
二
女

カ
ツ

生
野
足
立
家
四
代
〘
太
右
衛
門
〙
成
起
｟
俳
号
・
鯉
文
｠
妻

四
女

サ
ト

長
女

松

生
野
津
田
家
九
代
｟
甚
九
郎
｠
惟
彰
後
妻

七
女

小
梅
｟
ナ
ヲ
｠

生
野
津
田
家
八
代
｟
養
子
｠・
森
垣
村
石
川
家
三
代

八
男
〘
甚
九
郎
・
伊
兵
衛
〙
両
中

俳
号
・
東
湖

生
野
津
田
家
七
代
｟
養
子
｠

七
男
〘
源
次
郎
〙
両
邦

生
野
足
立
家
三
代
〘
太
右
衛
門
〙
等
英
｟
俳
号
・
多
仁
和
｠
妻

三
女

セ
ツ

画
名
・
香
露

生
野
銭
屋
西
畑
〘
喜
七
〙
徳
隅
妻

二
女

キ
ク

画
名
・
芳
園

森
垣
村
石
川
家
・
分
家
｟
庄
兵
衛
｠
信
喜
妻

九
女

琴

生
野
津
田
家
九
代
｟
甚
九
郎
｠
惟
彰
後
妻

森
垣
村
石
川
家
四
代

六
男
〘
伊
兵
衛
・
八
左
衛
門
〙
魚
連

俳
号
・
安
都
良

森
垣
村
石
川
家
・
分
家

八
男

常
吉
常
足

俳
号
・
桂
荘

生
野
津
田
家
九
代
〘
甚
九
郎
〙
惟
彰
妻

五
女

ツ
ネ

四
女

五
男

四
女

長
男

二
女

長
男

姫
路
石
川
家
七
代

右
内

生
野
津
田
家
九
代(

養
子)

〘
甚
九
郎
〙
惟
彰

俳
号
・
安
起
良

丹
波
足
立
家
三
代

二
男
〘
嘉
右
衛
門
〙
知
次

俳
号
・
雨
白

俳
号
・
雨
白

丹
波
足
立
家
四
代

三
男
〘
嘉
右
衛
門
〙
保
信

俳
号
・
婦
登
利

四
女

政

長
女

松
俳
号
・
婦
登
利

森
垣
村
市
橋
万
蔵
｟
俳
号
・
文
眠
｠
養
子

五
男
〘
伊
三
郎
〙
治
昭

俳
号
・
兎
洋

* 〔 〕は通名

* 丹波足立家については、系図作成の都合上兄弟順を並べ替えている。

森垣村石川家家系図（石川家過去帳91-28をもとに作成）
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足
立
家
・
生
野
足
立
家
、
そ
し
て
津
田
家
に
も
広
が
っ
て
い
く
。
安
登
里
は
寒
秀
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
家
業
に
邁
進
し
つ
つ
、
同

様
の
熱
量
で
俳
諧
に
も
力
を
注
い
で
い
た
よ
う
で
、
石
川
家
に
は
そ
れ
を
う
か
が
わ
せ
る
俳
諧
関
係
資
料
が
大
量
に
残
さ
れ
て
い
る
。
以

下
、
石
川
家
に
残
さ
れ
た
資
料
に
拠
り
な
が
ら
、
安
登
里
の
俳
人
と
し
て
の
活
動
実
態
を
み
て
い
き
た
い
。

①
短
冊
類
・
書
簡
類

石
川
家
に
残
る
俳
諧
関
係
資
料
の
ひ
と
つ
に
、
大
量
の
短
冊
が
あ
る
。
多
く
は
安
登
里
を
は
じ
め
と
す
る
石
川
家
の
俳
人
や
、
近
隣
の

俳
人
の
句
で
あ
る
が
、
中
に
は
淡
路
や
江
戸
な
ど
、
遠
方
の
俳
人
か
ら
の
短
冊
も
残
る
。
ま
た
句
の
傍
ら
に
付
さ
れ
た
詞
書
に
、
還
暦
等

の
祝
辞
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
俳
諧
を
通
じ
た
交
流
は
生
野
地
域
と
そ
の
周
辺
に
限
ら
ず
、
広
域
に
及
ん
で
い
た
よ
う
で
あ

る
。
ま
た
、
安
登
里
宛
の
書
翰
に
つ
い
て
も
大
量
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
、
全
国
各
地
の
俳
人
た
ち
の
間
で
は
句
会
等
で
顔
を
合
わ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
手
紙
に
よ
る
遠
方
の
俳
人
と
の
交
流
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
俳
人
の
人
名
録
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
に
刊
行

さ
れ
た
『
万
家
人
名
録
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
俳
人
肖
像
画
集
と
し
て
の
要
素
と
俳
人
住
所
録
の
要
素
と
を
併
せ
持
っ
」
た
人
名
録25

で
、

掲
載
希
望
者
か
ら
原
稿
を
募
り
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
肖
像
画
は
自
身
で
用
意
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
お
お
よ
そ

の
風
貌
を
伝
え
て
版
元
側
の
絵
師
が
描
く
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う26

。

こ
の
試
み
に
安
登
里
も
参
加
し
て
い
る
。『
万
家
人
名
録
』
第
三
巻
に
は
「
い
さ
よ
ひ
や
瓢
を
ぬ
す
む
人
の
か
を
」
と
い
う
句
と
と
も

に
、
羽
織
袴
姿
で
扇
子
を
膝
杖
に
し
、
傍
ら
に
小
刀
を
置
い
た
安
登
里
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
肖
像
画
の
傍
ら
に
は
絵
師
と
思
わ
れ
る

「
北
慎
」
の
署
名
が
あ
り
、
詞
書
に
は
「
姓
石
川
名
長
英
号
龍
台
俗
称
伊
兵
衛
住
于
播
州
神
西
郡
森
垣
邨
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

次
の
丁
に
は
も
う
一
人
、
生
野
地
域
か
ら
「
姓
秋
山
名
冨
元
号
鷺
亭
俗
称
元
三
郞
但
馬
生
野
銀
山
人
」
の
俳
人
・
泰
山
が
、
裃
姿
の
肖
像
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画
と
「
は
つ
ゆ
き
を
我
も
の
に
し
て
よ
ろ
こ
は
し
」
の
句
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。『
万
家
人
名
録
』
に
は
播
磨
・
但
馬
地
域
か
ら

も
多
く
の
掲
載
者
が
あ
る
が
、
生
野
地
域
か
ら
は
こ
の
二
人
の
み
で
あ
る
。
掲
載
順
は
原
稿
が
届
い
た
順
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
あ
る
い

は
安
登
里
と
泰
山
は
示
し
合
わ
せ
て
原
稿
を
同
送
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
石
川
家
に
残
る
遠
方
の
俳
人
か
ら
の
短
冊
や
、
膨
大
な
書
簡

類
は
、
こ
う
し
た
交
流
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
実
際
に
安
登
里
に
会
う
た
め
に
森
垣
村
を
訪
れ
る
文
化
人
も
あ
っ
た
。
備
前
の
歌
人
・
小
川
真
澄
は
天
保
十
二
年
（
一
八
四

一
）
に
城
崎
温
泉
へ
の
旅
を
思
い
立
ち
、
そ
の
道
中
、
森
垣
村
に
安
登
里
を
訪
ね
よ
う
と
し
た
。
こ
の
と
き
す
で
に
安
登
里
は
亡
く
な
っ

て
お
り
希
望
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
城
崎
で
の
湯
治
の
帰
り
道
に
真
澄
は
生
野
に
滞
在
し
、
姫
路
屋
治
介
の
案
内
で
生
野
銀
山
を
見
学
し

て
い
る27

。

②
蔵
書

次
に
、
石
川
家
の
蔵
書
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
石
川
家
に
は
約
四
百
点
の
蔵
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
蔵
書
の
種
類
は
多
様
で
、
四

書
五
経
類
を
は
じ
め
、
仏
書
、
辞
書
、
医
療
関
係
、
算
学
関
係
等
の
版
本
の
ほ
か
、
幕
末
の
海
外
情
勢
や
漂
流
記
の
写
本
な
ど
も
確
認
で

き
る
。
俳
諧
関
係
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
、
刊
本
・
写
本
含
め
て
六
点
で
あ
っ
た28

。
刊
本
の
内
訳
は
『
芭
蕉
翁
七
書
』『
蕪
村
七
部
集
』

『
俳
諧
漢
和
／
を
だ
ま
き
大
成
』『
柳
多
留
』
の
よ
う
な
俳
書
と
、『
天
水
良
薬
抄
』
の
よ
う
な
俳
諧
指
南
書
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
写
本
の
『
俳
諧
真
式
伝
』（
大
本
、
一
冊
、
四
つ
目
綴
、
青
表
紙
に
朱
筆
で
書
題
を
書
き
込
み
）
は
、「
芭
蕉
行
脚
御
掟
」

「
色
紙
短
冊
法
」「
宗
匠
式
蕉
翁
伝
来
密
法
」「
真
式
俳
諧
伝
」
な
ど
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
見
返
し
に
は
、

右
一
冊
者
蕉
風
深
秘
之
書
也
、
文
政
年
中
龍
臺
安
登
里
之
師
蕉
門
五
世
宗
匠
名
利
庵
葵
翁

文
政
五
壬
午
年
夏
四
月
中
旬
於
龍
臺
写
焉
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安
起
良
敬
写
（
花
押
）

と
記
さ
れ
て
い
る29

。
ま
た
「
色
紙
短
冊
法
」
の
末
尾
に
「
安
不
飛
書
写
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
名
利
庵
葵
が
書
写
し
た
本
が
存
在
し
、

こ
れ
を
安
登
里
が
書
写
あ
る
い
は
写
本
を
譲
り
受
け
、
さ
ら
に
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
に
安
起
良
（
津
田
甚
九
郎
惟
彰
）
が
書
写
し
た

こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
ほ
か
、
厳
密
に
は
書
籍
の
類
い
で
は
な
い
が
、
安
登
里
や
東
湖
の
俳
諧
を
書
き
付
け
た
も
の
を
製
本
し
、
俳
諧
作
品
集
の
よ
う
な

形
に
仕
上
げ
た
も
の
（〔
俳
諧
書
上
〕
外
①
南
18

－

１
）、
俳
諧
を
作
る
に
あ
た
っ
て
の
覚
書
的
な
「
俳
諧
聞
書
」（
外
①
南
18

－

39
）
を

は
じ
め
俳
諧
の
書
付
や
、
俳
諧
に
関
す
る
覚
書
な
ど
が
散
見
す
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
雑
多
に
俳
諧
を
書
き
付
け
た
紙
片
が
多
く
見
つ

か
っ
て
お
り
、
石
川
家
の
人
々
の
俳
諧
へ
の
熱
中
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。

③
俳
諧
摺
物

こ
の
ほ
か
、
生
野
俳
壇
の
人
々
を
中
心
に
編
ま
れ
た
摺
物
（
石
川
家
蔵
書
内
200

－

41
）
も
あ
る
。「
追
善
／
茶
談
蒙
」
と
い
う
題
簽
が

貼
ら
れ
た
折
本
形
式
の
摺
物
で
、
冒
頭
に
「
孤
松
亭
兎
羊
」
の
描
い
た
松
と
安
登
里
の
序
文
が
あ
り
、
続
い
て
「
服
起
俳
諧
」
と
題
し

て
、「
故
孤
松
亭
文
眠
」
の
句
を
発
句
と
し
、
安
登
里
な
ど
計
三
十
六
名
が
歌
仙
を
巻
い
て
い
る
。
序
に
「
文
政
三
年
庚
寅
十
一
月
廿
七

日
逮
夜
な
り
き
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
摺
物
は
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
十
一
月
二
十
八
日
に
亡
く
な
っ
た30

、
文
眠
の
三
回
忌
の

追
善
俳
句
と
み
ら
れ
る
。
こ
こ
に
登
場
す
る
兎
羊
は
実
名
を
市
橋
伊
三
郎
と
い
い
、
丹
波
足
立
家
の
生
ま
れ
で
、
幼
少
期
を
石
川
家
に
預

け
ら
れ
て
過
ご
し
、
市
橋
家
の
婿
に
入
っ
て
三
代
当
主
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
伊
三
郎
に
つ
い
て
は
、『
生
野
銀
山
孝
義
伝
』
に
逸
話
が
残
る
。
伊
三
郎
は
婿
養
子
に
入
り
、
市
橋
家
を
継
い
だ
。
市

橋
万
蔵
（
文
眠
）
に
は
他
に
男
子
が
あ
っ
た
が
、
こ
ち
ら
は
す
で
に
銀
山
町
西
畑
家
の
養
子
と
な
り
勘
兵
衛
と
名
乗
っ
て
い
た
。
万
蔵
亡
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き
後
、
伊
三
郎
は
勘
兵
衛
に
市
橋
家
の
家
督
を
譲
り
、
自
分
は
家
を
出
よ
う
と
し
た
も
の
の
固
辞
さ
れ
た
。
そ
こ
で
伊
三
郎
は
困
窮
し
て

い
た
勘
兵
衛
を
自
家
を
顧
み
ず
支
援
し
、
市
橋
家
に
住
む
勘
兵
衛
の
実
母
に
は
土
産
を
持
た
せ
、
し
ば
し
ば
西
畑
家
に
逗
留
さ
せ
た
。
他

方
、
自
分
の
娘
に
は
裁
縫
の
み
を
習
わ
せ
、
清
貧
を
貫
い
た
。
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
摺
物
の
序
に
も
兎
羊
と
文
義
（
勘
丘
衛
の
俳

名
と
思
わ
れ
る
）
の
「
二
子
の
ま
ご
こ
ろ
」
を
歌
仙
の
契
機
と
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
お
り
、『
生
野
銀
山
孝
義
伝
』
の
内
容
を
裏
付
け
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
摺
物
の
末
尾
に
歌
仙
を
巻
い
た
人
々
と
は
別
に
、
結
縁
の
た
め
と
し
て
「
難
波
の
八
千
房
」
が
句
を
寄
せ
て
い
る
。
八
千

房
は
半
時
庵
淡
々
門
下
の
舎
桲
を
一
世
と
す
る
大
坂
の
俳
諧
門
流
で
、
最
盛
期
に
は
大
坂
・
河
内
・
大
和
を
は
じ
め
、
備
中
・
美
作
・

伯
耆
・
讃
岐
・
伊
予
・
豊
前
・
豊
後
な
ど
西
日
本
一
帯
に
門
流
を
支
持
す
る
社
中
を
抱
え
て
い
た31

。
播
磨
や
但
馬
地
域
と
の
関
わ
り
は
、

こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
養
父
市
大
屋
町
に
残
る
「
文
化
三
年
宮
本
天
王
社
奉
納
発
句32

」
の
中
に
「
八
千
房
」
の
名
が

確
認
で
き
る
こ
と
、
ま
た
、
前
述
の
『
遊
免
農
枕
集
』
に
も
、
八
千
房
が
一
句
入
集
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
八
千
房
は
但
馬
方
面
の
俳
壇

と
も
関
係
を
広
げ
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

四　

生
野
俳
壇
の
活
況
―
文
政
三
年
延
応
寺
俳
諧
興
行
と
『
こ
が
ら
し
集
』
―

以
上
の
資
料
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
化
政
期
の
生
野
地
域
で
は
安
登
里
を
中
心
に
、
石
川
家
や
生
野
・
丹
波
足
立
家
、
市
橋
家
を

は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
、
生
野
地
域
の
人
々
が
俳
諧
に
熱
中
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
生
野
俳
壇
の
賑
わ
い
が
集
約
さ
れ
た
象
徴
的
な
資

料
が
、
俳
書
『
こ
が
ら
し
集
』
で
あ
る
。
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『
こ
が
ら
し
集
』
は
、
四
つ
目
綴
の
半
紙
本
で
、
全
三
十
二
丁
。
題
簽
は
「
こ
が
ら
し
集　

全
」
と
な
っ
て
い
る33

。
版
元
は
刷
ら
れ
て

お
ら
ず
、
後
見
返
し
に
「
俳
諧
集
冊
・
俳
諧
狂
哥
御
摺
物
・
萬
板
木
師
／
御
銀
札
・
御
印
判
・
金
銀
銅
石
印
／
大
坂
心
斎
橋
筋
南
本
町
松

井
忠
蔵
」
の
印
が
押
し
て
あ
る
。
松
井
忠
蔵
と
は
、
前
述
の
大
坂
の
八
千
房
が
刊
行
す
る
歳
旦
集
『
青
陽
帖
』
や
そ
の
他
の
八
千
房
関

連
の
俳
書
の
出
版
を
請
け
負
っ
て
い
た
摺
師
で
あ
る
。
安
登
里
や
東
湖
は
『
青
陽
帖
』
に
投
句
し
て
い
た
よ
う
で
、
文
化
四
年
（
一
八
〇

七
）
に
安
登
里
が
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
に
東
湖
と
安
登
里
が
入
集
し
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る34

。
先
の
文
眠
追
善
の
俳
諧
摺
物

に
八
千
房
が
投
句
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
『
こ
が
ら
し
集
』
に
も
「
五
竹
庵
」（
八
千
房
二
世
・
五
竹
庵
木
僊
）
の
句
が
収
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
相
互
の
交
流
関
係
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。『
こ
が
ら
し
集
』
は
版
本
と
し
て
の
質
は
そ
れ
ほ
ど
よ
く
な
く
、
刷
り
が
所
々

か
す
れ
、
文
字
が
判
別
し
づ
ら
い
箇
所
も
多
い
。
と
は
い
え
『
青
陽
帖
』
の
発
行
を
通
し
て
俳
書
作
成
の
技
術
は
有
し
て
い
た
は
ず
で
、

か
つ
俳
書
の
出
版
を
も
っ
ぱ
ら
に
す
る
京
・
大
坂
の
書
肆
に
比
べ
れ
ば
格
安
で
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
松
井
忠
蔵
版

の
俳
書
は
、
八
千
房
の
門
流
を
多
く
抱
え
る
伯
耆
や
豊
後
に
も
残
さ
れ
て
い
る
。『
こ
が
ら
し
集
』
も
ま
た
、
八
千
房
と
の
交
流
を
通
し

て
出
版
に
及
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
生
野
俳
壇
の
ひ
と
つ
の
特
徴
を
示
す
資
料
と
い
え
よ
う
。。

さ
て
『
こ
が
ら
し
集
』
は
次
の
よ
う
な
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
①
于
辰
堂
八
国
生
の
序
、
②
歌
仙
、
③
当
座
、
④
亡
人
の
句
を
発
句
と

し
た
連
俳
、
お
よ
び
亡
人
の
み
の
句
に
よ
る
連
俳
、
⑤
于
辰
堂
、
⑥
名
利
庵
へ
の
追
悼
文
・
名
利
庵
あ
ふ
ひ
の
句
、
⑦
余
興
、
⑧
文
音
、

⑨
安
登
里
の
跋
、
⑩
奥
付
（
松
井
忠
蔵
印
）。
ま
た
、
③
と
④
の
間
、
⑤
と
⑥
の
間
、
⑦
と
⑧
の
間
に
安
登
里
の
雀
画
を
含
む
三
点
の
挿

絵
が
挟
ま
れ
て
い
る
。

以
下
、
内
容
を
も
う
少
し
詳
し
く
み
て
い
き
た
い
。
①
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

何
時
に
や
あ
り
け
ん
ま
た
い
づ
れ
の
人
に
や
あ
り
け
ん
、
産
れ
の
異
な
る
石
の
表
に
ハ
芭
蕉
塚
と
し
る
し
、
裏
に
ハ
元
録

（
マ
マ
）十

二
庚
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戌
十
月
十
二
日
と
刻
し
て
外
に
文
字
な
し
。
こ
れ
ハ
老
た
る
人
の
い
ひ
伝
へ
け
る
に
、
こ
が
ら
し
塚
と
な
ん
呼
に
し
。
年
月
は
い
く

そ
は
く
経
ぬ
る
に
や
、
草
茂
り
小
笹
生
て
在
処
も
覚
束
な
か
り
し
を
ハ
、
文
眠
ぬ
し
阿
登
里
ぬ
し
の
と
し
こ
ろ
芭
蕉
流
の
俳
諧
を
ハ

本
意
と
し
遊
へ
る
に
よ
り
て
、
終
に
そ
の
草
む
ら
を
探
り
出
し
て
、
も
ろ
と
の
好
人
と
と
も
に
献
茶
捻
香
し
て
俳
諧
の
雅
処
と
定
め

て
、
月
雪
花
ほ
と
ゝ
き
す
の
折
々
に
ハ
塚
の
隣
な
り
け
る
御
寺
に
こ
そ
り
て
春
の
詠
秋
の
情
を
ハ
述
る
と
な
ん
。
吾
も
ま
た
此
道
に

耽
る
の
し
れ
も
の
に
は
侍
れ
と
、
そ
か
こ
こ
ろ
さ
し
の
厚
き
に
か
ん
し
て
彼
翁
の
発
句
な
ん
探
り
出
て
、
い
と
こ
ち
た
き
わ
さ
な
れ

と
も
、
脇
句
を
ハ
打
附
て
つ
ひ
に
歌
仙
行
と
な
し
畢
ぬ
。

文
政
三
庚
辰
十
月
十
二
日
於
龍
上
山
延
応
寺
興
業

�

は
り
ま
の
国
森
垣
の
里
な
り
け
る
龍
台
の
書
窓
に
し
る
す

于
辰
堂
八
国
生　
［
白
文
方
印
（
朱
印
）］　　

①
に
は
、
古
老
の
言
い
伝
え
る
「
こ
が
ら
し
塚
」
が
、
年
月
を
経
る
に
つ
れ
そ
の
所
在
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
日
ご
ろ

芭
蕉
流
の
俳
諧
に
遊
ぶ
文
眠
と
安
登
里
が
塚
を
探
し
出
し
供
養
し
て
、
こ
こ
を
「
俳
諧
の
雅
処
」
と
定
め
、
四
季
の
折
々
に
塚
の
隣
に
あ

る
龍
上
山
延
応
寺
で
俳
諧
を
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
、「
此
道
に
耽
る
の
し
れ
も
の
」
た
る
于
辰
堂
八
国
生
が
安
登
里
・
文
眠
の
志
に
触
れ
、

芭
蕉
の
発
句
に
脇
句
を
付
け
て
歌
仙
と
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

延
応
寺
の
芭
蕉
塚
に
つ
い
て
は
、
先
に
触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
①
で
は
裏
面
の
文
字
が
「
元
禄
十
二
年
」、
干
支
も
「
庚
戌
」
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
登
場
す
る
芭
蕉
塚
は
現
在
延
応
寺
に
あ
る
塚
と
同
一
の
も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
と
も
か
く
こ
の
序
文
か

ら
、『
こ
が
ら
し
集
』
は
于
辰
堂
八
国
生
が
主
催
し
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
十
月
十
二
日
、
つ
ま
り
芭
蕉
の
命
日
に
同
寺
で
開
催
し
た

芭
蕉
の
追
善
俳
諧
興
行
で
詠
ま
れ
た
句
を
収
載
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
于
辰
堂
八
国
生
に
つ
い
て
は
『
続
俳
句
講
座
』
収
載

近
世
生
野
地
域
の
俳
壇
と
森
垣
村
石
川
家

七
七



の
「
明
治
以
前
俳
諧
系
譜
」
に
三
浦
樗
良
の
門
流
と
し
て
「
于
辰
堂
八
国
生
」
と
み
え35

、
ま
た
広
瀬
淡
窓
「
淡
窓
日
記
」
文
化
十
年
十

月
十
四
日
条
に
「
浪
華
俳
師
于
辰
堂
八
国
生
」36

と
み
え
る
も
の
の
、
詳
細
は
定
か
で
な
い
。『
こ
が
ら
し
集
』
で
は
「
在
森
垣
」
と
し
て

投
句
し
て
お
り
、
こ
の
と
き
は
「
龍
屋
」
つ
ま
り
石
川
家
に
逗
留
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

続
い
て
②
で
は
「
は
せ
を
（
芭
蕉
）」
の
『
猿
蓑
集
』
に
収
め
ら
れ
た
「
こ
が
ら
し
や
頬
腫
痛
む
人
の
顔
」
を
発
句
と
し
、
八
国
生
が

脇
句
を
付
け
、
そ
の
後
安
登
里
以
下
計
十
九
名
が
歌
仙
を
巻
き
、
③
は
当
座
と
し
て
「
タ
ジ
マ
銀
山
」「
播
森
垣
」
を
中
心
に
「
こ
が
ら

し
」
を
題
材
と
し
た
五
十
九
名
の
発
句
が
並
ぶ
。
当
座
に
投
句
し
た
人
々
は
、
生
野
銀
山
町
か
ら
十
三
名
（
う
ち
女
性
三
名
）、
森
垣
村

か
ら
十
八
名
（
う
ち
女
性
二
名
）、
ま
た
但
馬
国
七
味
郡
（
現
・
兵
庫
県
美
方
郡
加
美
町
村
岡
付
近
）、
播
磨
国
か
ら
は
大
山
・
粟
賀
・
福

本
、
比
延
（
以
上
、
現
・
兵
庫
県
神
崎
郡
神
河
町
）、
屋
形
・
澤
（
現
神
崎
郡
市
川
町
）、
丹
波
か
ら
は
、
丹
波
足
立
氏
の
在
所
で
あ
る
佐

治
（
現
・
兵
庫
県
丹
波
市
青
垣
町
）
や
野
坂
（
現
・
丹
波
市
山
南
町
）、
ま
た
姫
路
の
宇
佐
崎
（
現
・
姫
路
市
白
浜
町
）
か
ら
も
一
名
入

集
し
て
い
る
。「
当
座
」
と
あ
る
か
ら
に
は
興
行
の
当
日
に
集
ま
っ
て
い
る
は
ず
で
、
当
日
の
延
応
寺
は
生
野
地
域
内
外
か
ら
集
ま
っ
た

数
多
の
俳
人
で
賑
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
④
・
⑤
で
は
文
政
元
年
に
亡
く
な
っ
た
文
眠
や
、
安
登
里
・
東
湖
の
俳
諧
の
師
で
あ
る
名
利
庵
葵
、
ま
た
文
化
十
二
年
に
亡
く

な
っ
た
八
千
房
二
世
・
五
竹
庵
木
僊
な
ど
、
既
に
鬼
籍
に
入
っ
た
俳
人
た
ち
の
句
を
発
句
と
し
た
連
俳
と
、
亡
人
の
発
句
を
並
べ
る
。
つ

ま
り
『
こ
が
ら
し
集
』
は
、
芭
蕉
追
善
興
行
で
あ
る
と
同
時
に
、
親
し
い
俳
人
の
追
善
集
と
し
て
の
性
格
も
有
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
な
お
、
文
眠
の
発
句
は
「
過
去
帳
」
に
「
辞
世
」
と
記
さ
れ
た
の
と
同
句
で
あ
る
。
ま
た
、
亡
人
の
中
に
は
栗
の
本
の
俳
人
で
新
町

（
現
・
神
崎
郡
福
崎
町
）
の
俳
人
・
五
艸
や
、
上
田
（
現
・
加
東
市
上
田
）
の
俳
人
・
田
旭
の
名
も
あ
り
、
生
野
俳
壇
と
栗
の
本
系
俳
人

と
の
交
流
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
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⑧
の
文
音
は
、
江
戸
の
雅
重
を
筆
頭
に
、
播
磨
・
但
馬
・
丹
波
の
各
地
域
の
ほ
か
、
小
豆
島
・
筑
前
・
備
前
・
摂
津
・
京
・
大
坂
な

ど
、
各
地
の
俳
人
五
十
三
名
の
句
が
並
ぶ
。
雅
重
は
「
過
去
帳
」
に
も
記
載
の
あ
る
結
城
五
郎
作
（
停
雲
舎
雅
重
）
と
み
て
よ
い
。
結
城

は
文
化
十
四
年
頃
に
生
野
代
官
恩
田
新
八
郎
の
離
任
と
と
も
に
生
野
を
去
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
俳
諧
を
通
じ
た
交
流
は
そ
の
後
も
続

い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
播
磨
・
但
馬
の
俳
壇
の
活
動
も
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
狭
間
に
位
置
す
る
生
野
地
域
の
俳
壇
、
特
に
安
登
里
が
活
躍
し
た
文
化
・

文
政
期
の
俳
壇
に
つ
い
て
、
地
域
に
残
さ
れ
た
資
料
に
拠
り
な
が
ら
検
討
し
て
き
た
。
生
野
地
域
の
俳
人
た
ち
は
、
播
磨
・
但
馬
の
俳

壇
と
も
関
わ
り
つ
つ
、
停
雲
舎
雅
重
や
八
千
房
と
い
っ
た
、
両
地
域
と
は
ま
た
異
な
る
俳
諧
門
流
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
発
展
し
て
い
っ

た
。
そ
の
背
景
に
は
生
野
銀
山
を
抱
え
て
い
る
と
い
っ
た
地
域
的
特
性
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
生
野
地
域
の
俳
壇
を
考
え
る
に
あ

た
っ
て
は
、
生
野
銀
山
を
取
り
巻
く
状
況
、
例
え
ば
雅
重
こ
と
結
城
五
郎
作
の
よ
う
な
全
国
的
な
転
勤
経
験
を
有
す
る
俳
人
の
存
在
や
、

銀
山
の
見
学
を
求
め
て
同
地
を
訪
れ
る
文
化
人
、
銀
山
を
出
入
り
す
る
人
・
モ
ノ
の
動
き
な
ど
を
重
層
的
に
捉
え
な
が
ら
考
察
す
る
必
要

が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
生
野
地
域
に
お
け
る
俳
諧
活
動
を
中
心
に
検
討
し
た
が
、
安
登
里
を
中
心
と
し
た
生
野
俳
人
た
ち
の
他
地
域
と
の
交
流
に

つ
い
て
は
十
分
な
考
察
が
で
き
な
か
っ
た
。
石
川
家
に
は
安
登
里
宛
の
書
簡
や
未
調
査
の
俳
諧
資
料
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

資
料
を
調
査
・
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
野
地
域
の
俳
壇
の
実
態
を
よ
り
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
可
能
と
考
え
る
が
、
そ

近
世
生
野
地
域
の
俳
壇
と
森
垣
村
石
川
家

七
七



れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

1	
当
該
地
域
は
但
馬
側
に
生
野
鉱
山
と
銀
山
町
が
あ
り
、
銀
山
町
の
播
磨
口
番
所
に
隣
接
す
る
形
で
播
磨
国
神
西
郡
森
垣
村
が
存
在
し
た
。
銀
山

町
と
森
垣
村
は
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
役
割
を
担
っ
て
は
い
た
も
の
の
、
生
野
鉱
山
の
運
営
を
支
え
る
と
い
う
意
味
で
は
一
帯
的
に
扱
う
べ
き
地

域
で
あ
り
、
本
稿
で
は
銀
山
町
・
森
垣
村
を
中
心
と
し
た
一
帯
を
指
す
用
語
と
し
て
「
生
野
地
域
」
を
用
い
る
。

2	

「
安
登
里
」
の
表
記
は
史
料
に
よ
っ
て
異
な
り
、「
阿
登
里
」「
安
登
利
」「
あ
と
り
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
る
が
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
本
稿
で

は
引
用
を
除
き
「
安
登
里
」
に
統
一
す
る
。

3	

富
田
志
津
子
『
播
磨
の
俳
人
た
ち
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
〇
年
。「
近
世
中
後
期
の
姫
路
の
俳
諧
」（
姫
路
市
市
史
編
集
専
門
委
員
会
編
『
姫
路

市
史
』第
四
巻
、
姫
路
市
二
〇
〇
九
年
）。「
和
歌
と
俳
諧
」（
加
西
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編『
加
西
市
史
』第
二
巻
、
加
西
市
二
〇
一
一
年
）、
等
。

4	

姫
路
文
学
館
編
『
百
句
繚
乱　

俳
聖
芭
蕉
を
仰
い
だ
人
々
―
近
世
播
磨
の
俳
諧
』
姫
路
文
学
館
、
二
〇
〇
五
年
。
難
波
正
司
『
播
磨
の
俳
句

三
百
年
史
―
芭
蕉
翁
か
ら
永
田
耕
衣
ま
で
―
』
常
民
学
舎
、
二
〇
一
九
年
、
等
。

5	

兵
庫
県
史
編
集
専
門
委
員
会
編
『
兵
庫
県
史
』
第
五
巻
、
一
九
八
〇
年
。

6	

大
屋
町
史
編
集
委
員
会
編
『
大
屋
町
史　

通
史
編
』
養
父
市
、
二
〇
一
〇
年
。

7	

和
田
山
町
史
編
纂
委
員
会『
和
田
山
町
史
』和
田
山
町
、二
〇
〇
四
年
。川
濱
一
廣「
和
田
山
町
俳
文
学
の
系
譜
」（
和
田
山
町
誌
編
纂
委
員
会『
和

田
山
町
の
歴
史
』
十
五
巻
、
一
九
九
八
年
）。

8	

柏
村
儀
作
「
芭
蕉
翁
碑
趾
出
土
品
に
つ
い
て
」（『
史
談
会
会
報
』
第
一
号
、
一
九
五
六
年
。）
松
尾
久
雄
「
俳
聖
松
尾
芭
蕉
翁
碑
」（
生
野
町
文

化
財
委
員
編
『
一
里
塚
』
十
号
、
二
〇
〇
三
年
）、
等
芭
蕉
塚
・
蓑
塚
に
つ
い
て
の
論
考
が
散
見
す
る
。

9	

今
栄
蔵
編
『
貞
門
談
林
俳
人
大
観
』
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
八
九
年
。

10	

姫
路
文
学
館
編
『
百
句
繚
乱　

俳
聖
芭
蕉
を
仰
い
だ
人
々
―
近
世
播
磨
の
俳
諧
―
』
姫
路
文
学
館
、
二
〇
〇
五
年
。

11	

「
翻
刻　

芭
蕉
五
十
廻
忌
追
善
集
『
雪
の
棟
』」（
富
田
志
津
子
『
播
磨
の
俳
人
た
ち
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）。

12	

「
過
去
帳
」
石
川
家
文
書
（
91

－

28
）。
以
降
の
「
過
去
帳
」
は
全
て
当
該
史
料
を
指
す
。

13	

難
波
正
司
『
播
磨
の
俳
句
三
百
年
史
―
芭
蕉
翁
か
ら
永
田
耕
衣
ま
で
―
』
常
民
学
舎
、
二
〇
一
九
年
。
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14	
前
掲
注
10
。

15	
前
掲
注
8
。

16	

田
中
昭
三
編
著
『
芭
蕉
塚
蒐
1
』
近
代
文
芸
社
、
一
九
九
一
年
。

17	

前
掲
注
7

18	

西
谷
豊
編
『
但
馬
の
近
世
俳
諧
』（
私
家
版
）、
一
九
九
九
年
。

19	

『
再
発
見　

銀
山
の
遺
産
―
森
垣
村
石
川
家
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
―
』
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
一
一
年
。

20	

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
索
に
よ
る
。
統
一
著
者
名
は
「
あ
ふ
ひ
」。

21	

大
河
寥
々
『
加
能
俳
諧
史
』
金
沢
文
化
協
会
、
一
九
三
八
年
。

22	

石
川
準
吉
『
生
野
銀
山
と
生
野
代
官
―
生
野
代
官
よ
り
勘
定
奉
行
に
対
す
る
禀
伺
と
そ
の
回
答
』
日
本
工
業
新
聞
社
、
一
九
五
九
年
、
七
一
頁
。

23	

矢
羽
勝
幸
『
書
簡
に
よ
る
近
世
後
期
俳
諧
の
研
究
』
青
裳
堂
書
店
、
一
九
九
七
年
。
後
藤
憲
二
・
矢
羽
勝
幸
編
著
『
俳
人
の
手
紙
』
正
・
続
青

裳
堂
書
店
、
一
九
九
三
―
一
九
九
五
年
。

24	

矢
羽
勝
幸
「
俳
諧
あ
や
め
ぐ
さ
解
題
」
Ｎ
Ｐ
Ｏ
長
野
県
図
書
館
等
協
働
機
構
／
信
州
地
域
史
料
ア
ー
カ
イ
ブ
、https://adeac.jp/shinshu-

chiiki/text-list/d100100-m
h2400200/ht000010
（2026.02.16

最
終
閲
覧
）

25	

伊
藤
善
隆
「『
万
家
人
名
録
』
刊
行
前
後
―
手
錢
有
秀
宛
俳
人
書
簡
」（『
立
正
大
学
人
文
科
学
研
究
所
年
報
』
五
七
号
、
二
〇
一
九
年
）。

26	

伊
藤
善
隆
「
俳
人
の
肖
像
画
付
き
住
所
録
？　

万
家
人
名
録
と
俳
諧
の
広
が
り
（
モ
ノ
か
ら
読
み
解
く
江
戸
俳
諧
の
黄
金
時
代
第
十
二
回
）」

（『
俳
句
』
五
九
巻
十
三
号
、
角
川
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）。

27	

室
山
京
子「（
史
料
紹
介
）「
草
ま
く
ら
に
き
」（
1
）―
天
保
期
の
歌
人
小
川
真
澄
の
旅
日
記
―
」（『
倉
敷
の
歴
史
』三
十
五
号
、
二
〇
二
五
年
）。

28	

蔵
書
の
確
認
は
『
生
野
石
川
家 

蔵
書
目
録
』
二
〇
一
八
年
、『
生
野
石
川
家 

蔵
書
目
録
Ⅱ
』
二
〇
一
九
年
に
拠
る
。
石
川
家
の
蔵
書
は
、
近
代

に
入
っ
て
か
ら
家
人
に
よ
っ
て
整
理
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
（
拙
稿
「
地
域
資
料
に
お
け
る
書
籍
の
整
理
・
調
査
に
つ
い
て
―
石
川
家
蔵
書

整
理
の
事
例
か
ら
―
」（『
歴
史
資
料
継
承
論
叢
』
二
号
、
二
〇
二
五
年
）、
本
稿
に
挙
げ
た
俳
諧
関
係
の
書
籍
が
全
て
で
は
な
く
、
安
登
里
存

命
時
に
は
ほ
か
に
も
書
籍
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

29	

『
俳
諧
真
式
伝
』（
石
川
家
蔵
書
外
①
南
18

－

15
）。
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30	

「
過
去
帳
」（
石
川
家
文
書
91

－

28
）。

31	
「
月
並
句
合
と
富
田
林
」（
富
田
林
市
史
編
集
委
員
会
『
富
田
林
市
史　

第
二
巻
（
本
文
編
Ⅱ
）』
富
田
林
市
、
一
九
九
八
年
）。

32	
大
屋
町
史
編
集
委
員
会
編
『
大
屋
町
史
通
史
編
』
養
父
市
、
二
〇
一
〇
年
。

33	

石
川
家
蔵
書
外
①
南
6

－

3

－

17
。
な
お
、
財
団
法
人
芭
蕉
翁
顕
彰
会
編
『
芭
蕉
翁
記
念
館　

芭
蕉
文
庫
目
録　

書
冊
編
』（
八
木
書
店
、

二
〇
〇
五
年
）
に
も
『
こ
が
ら
し
集
』
が
採
録
さ
れ
て
お
り
、
書
肆
情
報
は
「
こ
が
ら
し
集
／
半
／
二
冊
／
文
眠
・
安
登
里
編
／
于
辰
堂
蘭
生

序
／
安
登
里
跋
／
「
序
ニ
歌
仙
行
「
文
政
三
庚
辰
十
月
十
二
日
於
龍
上
山
延
応
寺
興
行
」
／
絵
入
り
／
芭
蕉
翁
追
悼
集
」
／
大
坂
松
井
忠
蔵
」

と
あ
る
。
石
川
家
に
伝
わ
る
『
こ
が
ら
し
集
』
と
同
じ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
ち
ら
は
「
二
冊
」
と
あ
る
。
ま
た
「
于
辰
堂
蘭
生
序
」
に

つ
い
て
は
、「
于
辰
堂
八
国
生
」
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。

34	

『
青
陽
帖
』（
丁
卯
（
文
化
四
年
）
一
七
コ
マ
目
。
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
掲
載
資
料
を
閲
覧
（https://w

w
w
.dh-jac.net/db1/books/

sakBK
02-0090/portal/

）、『
青
陽
帖
』（
文
化
戊
寅
）
五
二
コ
マ
目
。
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
掲
載
資
料
を
閲
覧
（https://jpsearch.go.jp/

item
/arc_books-sakBK

02_0437
）。（
い
ず
れ
も2025.10.12

最
終
閲
覧
）。
ま
だ
閲
覧
に
及
ん
で
い
な
い
が
、
他
の
年
の
『
青
陽
帖
』
に
も

入
集
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

35	

改
造
社
編
『
俳
句
講
座
』
第
一
巻
、
一
九
三
四
年
、
三
六
四
頁
。

36	

『
増
補
淡
窓
全
集
』
中
巻
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
七
一
年
。「
十
四
日　

三
位
自
魚
町
入
塾　

浪
華
俳
師
于
辰
堂
八
国
生
来
訪
。〈
十
三
年
前
。

嘗
相
見
於
秋
風
庵
〉」。

※	

本
稿
は
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
鉱
山
地
域
社
会
に
お
け
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
み
る
豪
農
商
の
活
動
に
関
す
る
基
礎

的
研
究
」（
課
題
番
号22K

00859

）、
お
よ
び
朝
来
市
と
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
事
業
「
朝
来
市
域

に
お
け
る
古
文
書
調
査
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

※	

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
石
川
家
文
書
の
所
蔵
者
で
あ
る
石
川
道
代
氏
に
は
、
資
料
の
調
査
・
閲
覧
・
発
表
に
つ
い
て
多
大
な
ご
理
解
を
い
た

だ
い
た
。
ま
た
、
古
文
書
の
解
読
に
つ
い
て
は
石
橋
知
之
氏
（
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
学
術
研
究
員
）、
室
山
京
子
氏
（
岡
山
大
学

文
明
動
態
研
究
所
研
究
員
）
の
協
力
を
得
た
。
あ
わ
せ
て
、
本
研
究
の
遂
行
に
あ
た
っ
て
は
、
日
頃
か
ら
石
川
家
文
書
整
理
会
の
参
加
者
を
は

じ
め
、
生
野
書
院
・
朝
来
市
教
育
委
員
会
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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